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ムn

井

源

衛

 
幸
田
露
伴
が
処
女
作
・
「
露
団
々
」
に
よ
っ
て
一
躍
文
壇
に
名
を
得
た
て
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
序
文
を
依
田
学
海
が
書
い
て
い
る
ご
と
は
さ
ほ

ど
知
ら
れ
て
は
い
な
い
ら
し
い
。
・
と
い
う
の
は
、
こ
の
本
は
明
治
二
十
三
年
十

ご
月
二
十
四
日
付
で
金
港
堂
か
ら
出
版
ざ
れ
、
こ
の
初
版
に
は
こ
の
学
海
の
序

・
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
は
絶
え
て
そ
の
事
は
な
く
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

 
し
か
し
学
海
が
こ
の
序
文
を
書
い
た
事
情
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
無

窮
受
働
『
学
海
日
録
』
 
（
以
下
「
日
録
』
と
略
称
）
、
お
よ
び
韓
国
本
「
墨
水
別

窒
雑
録
」
 
（
以
下
「
雑
録
」
と
略
称
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

間
に
学
海
が
推
敲
を
重
ね
た
跡
も
つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
ま
つ
『
日
録
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日
条
に
、

 
 
 
（
略
）
旧
友
小
林
椿
岳
か
養
家
の
一
子
淡
島
某
来
訪
。
友
人
一
人
を
旧
来

 
 
り
、
一
巻
の
小
説
を
示
さ
る
。
露
団
々
と
名
づ
く
。
余
か
序
を
請
は
れ
た

 
 
り
。
其
人
い
へ
ら
く
、
撲
は
書
は
一
種
の
思
想
を
も
て
作
り
出
し
た
り
。

 
 
こ
れ
を
よ
み
て
、
心
に
適
は
は
序
を
賜
ふ
へ
し
、
適
ひ
給
は
す
は
、
退
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
給
ふ
と
も
主
な
し
と
い
ひ
き
。
淡
島
下
書
井
原
西
鶴
か
好
色
一
代
男
八
巻

 
 
及
び
曲
亭
か
い
と
古
き
小
説
一
巻
を
か
さ
れ
き
。
，
此
夜
小
説
を
よ
み
み

 
 
る
。
け
に
か
の
人
の
い
ひ
し
に
違
は
す
、
文
章
趣
向
皆
意
外
に
出
た
り
。

 
 
大
か
た
八
文
字
屋
本
に
奪
胎
し
て
西
洋
の
事
を
叙
し
た
る
も
の
な
り
。
此

 
 
人
必
ず
洋
書
を
多
く
よ
み
て
、
そ
の
妙
を
得
た
る
も
の
に
や
。
多
く
得
か

 
 
た
き
才
子
な
り
。
求
め
す
と
も
必
ず
序
文
を
作
る
へ
し
。

 
文
中
、
淡
島
某
と
あ
る
の
は
淡
島
寒
月
で
あ
る
。
小
林
三
岳
は
当
時
大
通
と

し
て
名
が
高
く
、
戯
画
を
得
意
と
し
允
画
家
で
、
学
海
の
住
む
向
島
の
別
駆
に

隣
り
あ
っ
た
弘
福
寺
に
寄
寓
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
海
と
は
親
交
が
あ

っ
た
。
寒
月
は
そ
の
実
子
で
あ
り
、
時
に
三
十
歳
、
露
伴
は
二
十
一
歳
で
あ
る
。

露
伴
や
紅
葉
が
寒
月
の
蔵
書
に
よ
っ
て
、
西
鶴
の
作
品
を
知
っ
た
こ
と
は
既
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
学
海
も
ま
た
し
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
翌

十
九
日
条
に
、

 
 
一
代
男
を
読
終
り
ぬ
。
西
鶴
の
書
は
余
こ
れ
を
始
め
て
よ
み
き
。
極
め
て

 
 
卑
狼
な
る
事
を
俗
語
に
て
い
ど
お
も
し
ろ
く
し
る
せ
り
。
た
た
そ
の
か
き

 
 
さ
ま
分
明
な
ら
す
、
そ
の
事
を
滑
稽
と
な
く
実
事
と
も
な
く
、
一
節
毎
に
、

 
 
趣
を
異
に
し
て
、
照
応
な
く
波
瀾
も
な
く
一
種
別
様
の
文
章
な
り
。
殊
に

 
 
当
時
里
心
売
娼
の
風
器
量
す
と
い
ふ
事
な
し
。
皆
人
の
能
う
つ
す
事
少
な

 
 
か
ら
ね
と
も
、
自
ら
風
致
あ
り
て
、
ま
た
妙
を
き
は
む
。
小
説
家
の
好
み
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て
よ
む
も
ま
た
ゆ
ゑ
な
き
に
あ
ら
す
。

と
あ
る
こ
と
で
明
白
で
あ
る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
寒
月
は
西
鶴
本
の
申
で
も

一
代
男
を
最
高
の
作
品
と
考
え
て
お
り
、
彼
が
手
に
入
れ
た
一
代
男
は
「
大
坂

版
の
初
版
で
、
八
回
目
は
八
文
字
屋
自
粛
の
入
れ
本
で
し
た
が
、
こ
の
入
れ
本

の
八
冊
目
に
は
絵
は
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
四
方
梅
彦
氏
の
を
見
て
、
そ
の
絵

を
増
補
し
て
お
い
た
」
 
（
昭
和
八
年
刊
『
梵
月
半
雑
話
」
八
三
ペ
ー
ジ
）
と
い

う
寒
月
の
特
別
の
愛
蔵
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
 
「
雑
録
」

の
明
治
二
十
三
年
八
月
六
日
条
に
も
、

 
 
寒
月
号
愛
鶴
軒
、
軋
小
林
椿
岳
在
淡
島
時
所
生
、
後
歯
岳
与
淡
島
絶
。
寒
月

 
 
奇
福
、
喜
禅
理
、
愛
井
原
西
鶴
著
書
、
多
蓄
其
書
、
因
以
七
号
。
時
作
文

 
 
字
、
彷
彿
西
鶴
。
幸
田
露
伴
尾
崎
紅
葉
皆
得
因
寒
月
始
読
西
鶴
書
、
深
愛

 
 
其
為
人
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
辺
の
事
情
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
る
。

 
し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
逸
話
に
も
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
露
伴
の

気
鋭
の
青
年
ら
し
い
若
々
し
さ
や
自
負
心
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
学
海

め
、
優
れ
た
才
能
を
持
っ
た
若
者
に
対
す
る
豊
か
な
理
解
力
と
、
老
い
て
衰
え

を
知
ら
な
い
鋭
敏
な
感
性
で
あ
ろ
う
。

 
学
海
が
紅
葉
や
露
伴
と
同
じ
く
、
寒
月
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
西
鶴
の
作
品
を

知
っ
た
事
と
と
も
に
、
露
伴
の
処
女
作
品
『
露
団
々
」
に
強
い
感
銘
を
受
け
、

頼
ま
れ
ず
と
も
進
ん
で
序
を
書
こ
う
と
さ
え
言
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
軽
々
に

は
見
過
ご
せ
な
い
。

 
学
海
は
そ
の
翌
日
向
島
の
別
荘
に
出
か
け
て
、
二
十
二
日
に
小
川
町
に
戻
っ

た
が
、
さ
っ
そ
く
、

 
 
露
団
々
の
作
者
、
末
広
町
番
地
の
幸
田
成
行
来
る
。
き
の
ふ
余
か
作
り
た

 
 
る
序
文
を
与
ふ
。

と
あ
る
。
学
海
は
十
八
日
以
来
わ
ず
か
二
日
間
に
、
一
代
男
と
露
団
々
を
読

み
、
序
文
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
五
十
六
歳
と
い
う
年
齢
を
考
え
れ
ば
、
彼
の

異
常
な
熱
意
を
汲
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
序
文
は
当
然
向
島
の
別
荘
で
書
か
れ
た
も
の
と
お
ぼ
し
く
、
短
文
な
が

ら
そ
の
全
文
が
『
雑
録
」
の
二
十
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
自
小
川
坊
来
。
過
椿
岳
。
先
細
、
心
界
子
称
淡
島
聾
者
、
有
文
才
、
且

 
 
通
禅
理
。
薦
其
友
人
幸
田
某
、
三
所
著
小
説
露
団
々
。
奇
甚
。
三
余
一

 
 
言
、
．
余
為
作
言
序
。

 
 
 
露
団
々
。
霜
露
、
是
白
玉
也
。
又
非
尋
常
之
珠
玉
、
是
連
城
之
壁
 
。

 
 
近
時
小
説
盛
行
、
思
議
汗
牛
充
棟
、
求
片
玉
於
瓦
礫
中
、
不
多
得
也
。
余

 
 
嘗
得
一
人
焉
。
日
山
田
美
妙
斎
、
今
年
廿
二
、
螢
如
美
玉
。
吐
嘱
温
雅
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
著
作
敏
妙
、
其
文
章
所
謂
言
文
一
致
者
。
隠
隠
一
人
焉
、
日
相
田
君
。
年

 
 
殆
与
美
妙
子
相
若
。
今
読
其
所
著
露
団
々
、
警
抜
奇
籍
、
咳
唾
成
珠
。
蓋

 
 
以
薄
笑
西
鶴
之
重
事
、
兼
侃
浬
儒
斯
之
精
神
、
落
想
来
旨
天
外
、
奇
思
湧

 
 
於
毫
端
．
若
与
美
妙
子
連
鑛
馳
駆
中
原
、
不
知
鹿
落
誰
手
。
抑
聞
、
金
茎

 
 
之
玉
露
、
漢
武
服
一
滴
、
以
換
凡
骨
。
読
此
尊
者
、
既
知
、
心
気
繧
纏
、
．

 
 
有
凌
雲
組
重
 
。

 
（
露
団
々
。
露
に
非
ず
、
重
れ
白
玉
也
。
又
尋
常
の
珠
玉
に
非
ず
、
叢
れ
連

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
た
 
ド

 
 
城
の
壁
な
り
。
近
時
小
説
盛
に
行
は
る
る
こ
と
、
蕾
に
汗
牛
充
棟
の
み
に
，

 
 
あ
ら
ず
、
片
玉
を
瓦
礫
の
中
に
求
め
て
、
多
く
は
得
ざ
る
也
。
余
嘗
て

 
 
人
を
得
た
り
、
曰
は
く
山
田
美
妙
斎
、
今
年
二
十
二
、
螢
と
し
て
美
玉
の

 
 
 
 
と
し
ょ
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
い
わ
ゆ
る

 
 
如
し
。
吐
嘱
温
雅
、
著
作
敏
妙
、
其
の
文
章
は
所
謂
言
文
一
致
な
る
者
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
か

 
 
り
。
又
一
人
を
得
た
り
、
曰
は
く
相
田
君
、
年
殆
ど
美
妙
子
と
相
若
し
。
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だ

 
．
今
其
の
著
す
所
の
露
団
々
を
読
む
に
、
警
抜
奇
儒
、
咳
唾
珠
を
成
す
。
蓋

 
 
し
自
笑
西
鶴
の
伎
彌
を
以
て
、
椀
浬
儒
斯
之
精
神
を
兼
ね
、
落
想
天
外
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
つ
ば
み

 
 
り
来
た
り
、
奇
思
毫
端
に
湧
く
。
若
し
美
妙
子
と
と
も
に
鑛
を
連
ね
て

 
 
中
原
を
馳
駆
せ
ば
、
知
ら
ず
鹿
誰
が
手
に
三
つ
る
か
を
。
抑
も
聞
く
、
金

 
 
茎
之
玉
露
、
漢
武
一
滴
を
服
し
、
以
て
凡
骨
に
換
ふ
と
。
此
の
書
を
読
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
う
べ
う

 
 
者
は
隅
吾
知
る
、
心
気
標
纈
と
し
て
、
凌
雲
之
想
有
ら
ん
こ
と
を
。
）

 
と
こ
ろ
で
、
右
に
掲
げ
た
本
文
中
に
は
、
原
本
に
は
か
な
り
の
訂
正
箇
所
が

あ
り
、
こ
れ
は
推
敲
訂
正
さ
れ
た
結
果
の
文
で
あ
る
。
傍
線
を
施
し
た
部
分
の

訂
正
以
前
の
底
本
文
と
の
異
同
を
示
せ
ば
、

 
 
非
↑
非
是
。
 
螢
如
美
玉
↑
婦
約
美
少
年
 
 
咳
唾
成
心
↑
華
々
皆
新

 
 
兼
↑
写
出
 
 
手
↑
也
 
 
換
凡
骨
↑
羽
化
登
纒
 
 
心
気
↑
神
気

 
 
 
↑
也

 
こ
の
初
案
か
ら
再
案
へ
の
推
敲
訂
正
の
意
味
に
つ
い
て
細
か
に
論
ず
る
こ
と

は
、
今
差
し
控
え
て
お
き
た
い
が
、
そ
れ
以
外
に
特
に
目
を
ひ
く
の
は
「
幸

田
」
を
「
相
田
」
と
誤
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
全
文
に
渉
る
訂

正
の
間
に
も
、
こ
の
誤
り
は
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
十
八
日
に
寒
月
か

ら
口
頭
で
露
伴
の
名
を
聞
い
て
、
姓
は
「
相
田
」
と
学
海
は
思
い
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
十
八
日
の
条
に
露
伴
の
こ
と
を
「
友
人
」
と
の
み
記
し

て
い
る
の
も
、
寒
月
の
紹
介
の
仕
方
が
不
明
瞭
だ
っ
た
為
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
し
か
し
翌
々
二
十
日
に
向
島
で
記
し
た
『
雑
録
」
に
は
「
幸
田
某
」
と
あ

り
、
小
川
町
に
戻
っ
た
二
十
二
日
の
『
日
録
」
に
は
、
前
記
の
通
り
正
確
に

「
幸
田
成
行
」
と
記
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
誤
り
に
は
直
ち
に
気
付
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
も
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
こ
ん
な
混
乱
が
起
き
た
と

い
う
の
も
、
い
か
に
も
無
名
の
青
年
の
登
場
に
ふ
さ
わ
し
く
、
露
伴
が
当
代
第

『
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梵
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一
人
者
た
る
学
海
に
認
め
ら
れ
た
事
情
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
興
味

が
深
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
 
『
露
団
々
」
が
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
前
述
の
と
お
り
、

そ
れ
よ
り
ま
る
二
年
後
の
明
治
三
十
三
年
十
二
月
で
あ
る
。
そ
の
際
に
学
海
は

こ
の
序
文
に
重
ね
て
修
正
を
加
え
た
。

 
即
ち
、
前
記
序
文
の
「
不
多
得
也
」
に
続
い
て

 
 
若
老
成
諸
公
。
今
不
具
論
。
其
於
少
年
才
子
。
塞
翁
得
一
人
焉
。
日
山
田

 
 
美
妙
斎
。
今
年
二
十
二
。
螢
如
美
玉
。
其
文
章
所
謂
言
文
一
致
者
。
三
春

 
 
温
雅
。
，
意
致
霊
活
。
又
得
］
人
焉
。
…
…

と
変
わ
っ
て
い
る
。
又
そ
の
ほ
か
、
前
に
「
「
相
田
君
」
と
あ
っ
た
の
が
、
 
「
露

伴
君
」
と
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
 
「
自
笑
西
鶴
」
が
「
西
鶴
自
笑
」
と
し
か
る

べ
き
順
序
に
正
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
っ
そ
の
日
付
に
は
「
明
治
戊
子
某
月
」
'

と
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
の
こ
と
で
、
前
記
の
よ
う
に
、
そ
の
年
十
二
月
二
十

日
に
『
雑
録
』
に
序
文
を
書
い
た
後
、
同
二
十
二
日
露
伴
本
人
に
そ
れ
を
手
渡

す
ま
で
の
間
に
、
学
海
は
重
ね
て
筆
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ま

た
、
二
十
二
年
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
校
正
の
際
に
、
日
付
は
も
と
の
ま
ま

に
、
文
字
に
の
み
手
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、

二
十
一
歳
の
未
知
の
青
年
露
伴
に
寄
せ
た
学
海
の
好
意
の
並
々
で
な
い
こ
と
を

物
語
る
も
の
と
言
え
る
。

 
学
海
と
寒
月
と
の
交
友
関
係
は
、
同
異
が
翌
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日
に
死

去
し
て
問
も
な
く
、
寒
月
が
学
海
の
向
島
の
別
荘
の
隣
に
あ
っ
た
弘
福
寺
（
こ

こ
に
は
椿
岳
が
生
前
長
く
住
ん
で
い
た
）
に
移
っ
て
く
る
と
、
一
段
と
親
し
み

を
加
え
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
 
「
雑
録
」
に
は
明
治
二
十
三
年
よ
り
そ
の
巻

末
三
十
二
年
末
に
い
た
る
間
に
、
寒
月
の
名
は
二
十
五
回
も
み
え
て
い
て
、
晩
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年
の
学
海
に
と
っ
て
は
、
杉
浦
十
三
・
宮
崎
三
昧
・
村
上
浪
六
・
関
根
痴
堂
・

杉
山
三
郊
・
信
夫
恕
軒
・
川
田
甕
江
な
ど
と
と
も
に
最
も
親
し
い
友
人
の
一
人

で
あ
っ
た
。

 
二
人
の
交
友
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
上
触
れ
な
い
こ
と
に

し
た
い
が
、
こ
こ
に
は
寒
月
が
住
ん
だ
「
梵
雲
量
」
に
つ
い
て
学
海
が
作
っ
た

「
梵
雲
庵
記
」
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
お
く
。

 
こ
の
「
梵
雲
庵
」
と
い
う
の
は
、
前
記
『
梵
雲
庵
雑
話
」
の
中
に
、

 
 
前
条
に
い
ひ
忘
れ
ま
し
た
が
、
森
下
町
の
家
か
ら
此
の
向
島
に
移
っ
て
、

 
 
も
う
八
九
年
も
た
ち
ま
す
。
此
の
家
は
私
の
父
が
数
寄
に
建
て
た
隠
居
所

 
 
な
の
で
す
。
私
は
寓
居
を
梵
僧
庵
と
号
し
て
ゐ
ま
す
。
依
倒
学
海
さ
ん

 
 
が
、
漢
文
で
そ
の
其
の
記
を
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
す
、
御
覧

 
 
な
さ
い
。

と
あ
り
、
次
に
後
に
紹
介
す
る
一
文
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
寒
月
の
文
の
初
出

掲
載
誌
は
、
そ
の
末
尾
の
注
記
に
、
 
（
明
治
三
十
年
八
月
「
趣
味
」
第
一
巻
第

三
号
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
梵
雲
庵
の
由
来
や
寒
月
が
こ
こ
に
移
っ

た
時
期
も
ほ
ぼ
前
記
の
と
お
り
と
推
察
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
前
に
引
い
た
翌

二
十
三
年
八
月
六
日
の
『
雑
録
」
の
記
事
の
前
文
に
、
 
「
近
ご
ろ
日
影
社
新
聞

に
寒
月
の
死
去
を
弔
う
記
事
が
出
た
が
、
事
実
か
否
か
知
ら
な
い
」
と
の
趣
旨

の
文
字
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
文
に
も
、

 
 
寒
月
は
家
甚
だ
富
む
、
然
れ
ど
も
四
壁
薫
然
、
机
上
塵
積
る
こ
と
数
寸
、

 
 
破
窓
紙
糊
、
煤
重
厚
の
如
ぺ
な
る
も
、
以
て
意
と
為
さ
ざ
る
も
亦
奇
人
．

 
 
也
。

と
あ
り
、
い
か
に
も
奇
人
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
寒
月
の
風
貌
と
と
も
に
、
彼

が
当
時
な
お
弘
福
寺
に
は
移
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
コ

し
か
し
、
そ
こ
へ
移
っ
た
の
は
、
寒
月
盲
ら
三
十
年
八
月
よ
り
八
九
年
以
前
と

い
う
の
だ
か
ら
、
遅
く
と
も
二
十
三
年
々
末
に
は
、
向
島
に
移
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
 
『
雑
録
」
の
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
条
に
は
馬
寒
月
が

言
っ
た
学
海
の
手
に
成
る
「
梵
雲
量
の
記
」
の
全
文
が
遺
さ
れ
で
い
る
。
 
「
日

録
」
に
は
こ
の
月
「
二
十
八
日
墨
水
に
ゆ
き
三
十
日
か
へ
る
」
と
あ
っ
て
、
そ

の
前
後
に
寒
月
に
か
か
わ
る
記
事
は
な
い
。
こ
の
文
は
向
島
の
別
荘
で
書
か
れ

た
こ
と
あ
き
ら
か
だ
。
今
そ
の
全
文
を
引
く
。

 
 
 
梵
雲
庵
記

 
 
太
陽
照
赫
、
水
気
蒸
騰
、
化
為
雲
。
水
渓
山
嶽
映
帯
林
木
、
或
融
解
為
露

 
 
照
雨
。
或
凝
結
而
忍
苦
周
流
、
或
激
流
為
雷
違
。
不
知
然
而
然
、
三
論
其

 
 
無
心
也
。
陶
靖
節
云
、
雲
無
心
而
出
舳
。
夫
天
下
之
事
莫
善
悪
心
底
。
孝

 
 
子
之
於
親
、
忠
臣
之
於
君
、
処
暑
危
困
厄
三
際
、
分
裂
身
躯
、
粉
肇
肝

 
 
脳
、
不
敢
到
間
者
何
也
。
無
心
於
富
貴
利
権
、
知
有
君
達
、
而
不
知
裏
曲

 
 
身
、
猶
雲
之
不
知
融
為
雨
露
、
華
華
霰
雪
、
激
語
雷
等
方
。
山
林
隠
逸

 
 
士
、
楽
天
安
命
、
不
知
得
失
利
害
為
何
物
、
勲
業
天
地
、
良
相
日
月
。
其

 
 
躬
得
無
類
此
乎
。
彼
其
遭
遇
錐
不
同
、
孝
子
忠
臣
処
銀
危
困
厄
之
際
、
而

 
 
其
於
人
生
之
栄
枯
盛
衰
、
・
簿
之
熟
 
。
一
算
無
心
応
之
、
莫
連
迎
盆
旧
悪

 
 
也
。
吾
友
寒
月
居
士
、
身
生
素
封
、
心
隈
白
雲
、
去
関
闘
之
繁
華
、
就

 
 
郊
野
之
閑
寂
。
頃
者
名
其
牛
島
寓
居
日
南
雲
離
。
立
腹
福
禅
寺
。
錐
茅
舎

 
 
屋
並
三
省
、
珍
重
漁
茶
頭
禅
、
泊
然
相
対
、
如
遺
世
事
者
。
余
問
無
極
名

 
 
三
雲
。
居
士
唖
然
日
、
僕
愛
雲
之
無
心
。
聚
散
為
雨
露
、
潤
沢
山
川
、
為

 
 
霜
雪
、
粛
粛
草
木
、
盲
嚢
置
、
震
動
洪
化
耳
。
其
云
尊
者
色
好
仏
理
、
不

 
 
運
命
形
。
似
柳
借
以
寓
意
、
非
有
心
為
之
也
。
然
則
居
士
之
無
心
。
人
間
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栄
枯
得
失
久
 
。
宜
其
以
雲
隠
名
也
。
乃
為
作
記
。

（
太
陽
照
り
赫
き
、
．
水
気
蒸
和
し
て
、
化
し
て
雲
と
為
る
。
水
墨
山
嶽
林
木

を
映
帯
し
、
或
は
融
解
し
て
露
と
為
り
雨
と
為
る
。
或
は
凝
結
し
て
霰
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ
き
た
う

為
り
雪
と
為
り
、
或
は
引
算
し
て
雷
莚
と
為
る
。
然
る
を
知
ら
ず
し
て
然

る
は
、
蓋
し
其
の
無
心
を
以
て
也
。
陶
靖
節
云
は
く
、
雲
無
心
に
し
て
咄

を
出
つ
と
。
夫
れ
天
下
の
事
善
悪
の
心
無
し
。
孝
子
の
親
に
於
け
る
、
忠

 
 
 
 
 
 
 
 
か
ん

臣
の
君
に
於
け
る
、
顛
危
困
厄
の
際
に
処
し
て
、
身
躯
を
分
裂
し
、
肝
脳

 
ふ
ん
さ
い

を
粉
着
し
て
、
敢
て
少
し
も
惜
ま
ざ
る
者
は
何
ぞ
や
。
富
貴
利
達
に
無
心

に
し
て
、
君
親
有
る
を
知
り
て
、
・
其
の
身
有
る
を
知
ら
ざ
る
こ
と
、
猶
ほ

雲
の
融
け
て
雨
露
と
為
り
、
結
び
て
霰
雪
と
為
り
、
激
し
て
雷
謹
と
為
る

を
知
ら
ざ
る
が
ご
と
き
也
。
山
林
隠
逸
の
士
、
天
を
楽
し
み
命
に
安
ん
じ

て
、
得
失
利
害
の
何
物
た
る
か
を
知
ら
ず
、
天
地
に
造
犯
し
、
日
月
に
吸

 
 
 
 
 
み
つ
か

即
す
。
其
の
躬
ら
得
た
る
も
の
此
に
類
す
る
こ
と
無
か
ら
ん
か
。
彼
其
の

遭
遇
す
る
は
同
じ
か
ら
ず
と
錐
も
、
孝
子
忠
臣
の
銀
危
困
厄
の
際
に
処
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
か

其
の
人
生
の
栄
枯
盛
衰
に
撃
て
、
之
を
簿
る
こ
と
熟
せ
り
。
一
に
無
心
を

以
て
之
に
応
じ
、
刃
を
迎
へ
て
解
せ
ざ
る
響
き
也
。
吾
が
友
寒
月
居
士
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
わ
ん
き

身
は
素
封
に
生
れ
て
、
心
は
白
雲
に
在
り
。
闇
黒
の
繁
華
を
去
っ
て
、
郊
野

 
 
 
 
 
 
 
ち
か
ご
ろ

の
閑
寂
に
就
く
。
頃
者
其
の
牛
島
の
寓
居
に
名
づ
け
て
夕
雲
庵
と
日
ふ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
づ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
た

弘
福
禅
寺
に
隣
し
、
茅
舎
三
三
か
に
三
機
と
錐
も
、
客
至
れ
ば
茶
を
越
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
す

禅
を
談
じ
、
泊
然
と
し
て
相
対
し
て
世
事
を
遺
る
る
者
の
如
し
。
余
問
ふ

に
其
の
名
梵
毘
云
を
以
て
す
。
居
士
唖
然
と
し
て
曰
く
、
陣
雲
の
無
心
を
愛
・

す
。
聚
散
し
て
 
雨
露
と
為
り
、
山
川
を
潤
沢
し
、
，
霜
雪
と
為
り
て
草
木

を
枯
落
し
、
雷
震
と
為
り
て
寸
地
を
震
動
す
る
の
み
。
其
の
梵
と
云
ふ
ば
、

僕
仏
理
を
好
み
て
、
其
の
形
を
求
め
ず
。
柳
か
借
る
に
寓
意
を
以
て
す
る

コ
露
団
々
』
序
と
「
梵
雲
旧
記
」

 
 
に
似
た
れ
ど
も
、
心
有
る
に
非
ず
し
て
之
を
為
す
也
と
。
然
ら
ば
則
ち
居

 
 
士
は
こ
れ
無
心
也
。
人
間
栄
枯
得
失
久
し
い
か
な
。
宜
し
く
其
れ
雲
を
以

 
 
て
名
と
為
す
べ
き
也
。
乃
ち
為
に
記
を
作
る
。
）

 
と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
『
寒
雲
庵
雑
話
』
に
引
か
れ
た
「
野
釣
庵
記
」
は

右
の
全
文
で
は
な
く
、
「
吾
友
寒
月
」
以
下
末
尾
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
文
末
に
、

 
 
 
明
治
三
十
年
八
月
 
 
 
 
 
学
海
居
士
依
田
百
川
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於
墨
水
柳
蔭
精
盧

と
あ
り
、
日
付
の
上
で
は
、
『
雑
録
』
の
記
事
よ
り
も
八
か
月
お
く
れ
て
お
り
、

ま
た
文
申
二
箇
所
に
そ
れ
と
の
異
同
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
『
雑
録
』
所

収
「
塁
上
庵
記
」
申
の
、
傍
点
を
施
し
た
「
洪
地
」
と
「
為
之
」
と
は
、
『
梵
，

雲
庵
雑
話
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
天
地
」
・
「
為
過
」
と
変
わ
っ
て
い
る
。
後
者

は
あ
る
い
は
寒
月
が
「
之
」
を
「
云
」
と
誤
読
、
あ
る
い
は
印
刷
に
当
っ
て
誤

植
し
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
前
者
の
「
動
地
」
が
「
天
地
」
と
変
っ
た

の
は
、
あ
き
ら
か
に
書
き
換
え
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
に
述
べ
た
「
露
団
々
」
の

序
文
の
場
合
と
お
な
じ
く
、
一
応
原
稿
を
書
き
あ
げ
て
か
ら
、
雑
誌
「
趣
味
」

の
発
刊
ま
で
の
問
に
若
干
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
し
か
し
、
原
稿
の
推
敲
の
跡
は
、
そ
の
草
稿
と
も
い
う
べ
き
『
雑
録
』
の
本

文
の
申
に
す
で
に
か
な
り
認
め
ら
れ
み
の
で
あ
る
。
同
じ
く
傍
線
を
ほ
ど
こ
し

た
箇
所
は
お
お
む
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
（
1
）
初
案
本
文
に
後
か
ら
補
翼
し
た
も
の
。
…
…
「
化
為
雲
水
渓
山
嶽
映

 
 
 
帯
林
木
」
・
「
或
激
塗
為
転
漕
」

 
（
2
）
同
じ
く
修
正
し
た
も
の

 
 
 
 
 
不
知
↑
□
不
知
其
。
 
蓋
以
其
↑
以
。
 
少
惜
↑
一
顧

 
 
 
 
 
利
達
↑
死
生
 
不
知
↑
ナ
シ
 
山
林
隠
逸
↑
道
義
之
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不
同
↑
与
 
 
而
↑
不
仮
其
而
 
 
華
↑
冗

 
 
 
 
郊
野
↑
幽
門
田
野
（
「
田
野
」
二
字
再
案
「
茅
柴
」
'
）
。
，

 
 
 
 
愛
↑
以
 
 
山
川
↑
草
木
 
 
宜
↑
其
 
 
乃
↑
宜
乃

 
こ
れ
ら
の
推
敲
の
意
図
や
効
果
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
を
侯
っ
て
述

べ
た
い
。

（
注
）

一
 
「
露
団
々
」
初
版
の
学
海
の
序
文
に
つ
い
て
は
中
野
三
敏
氏
か
ら
教
え

 
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
．
表
す
る
。

二
 
本
稿
の
校
正
段
階
に
、
井
上
弘
氏
よ
り
、
同
氏
の
「
依
田
学
海
の
研
究

 
1
『
墨
水
別
駆
雑
録
」
，
を
通
し
て
み
た
文
学
活
動
に
つ
い
て
一
」

 
 
（
静
岡
女
子
大
学
創
立
ご
十
周
年
記
念
論
文
集
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
発

 
行
）
を
贈
ら
れ
、
氏
が
拙
編
校
訂
に
な
る
『
墨
水
別
壁
雑
録
」
そ
の
他
に

 
よ
っ
て
既
に
学
海
作
の
『
露
団
々
』
の
序
文
の
事
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お

 
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
、
他
に
氏
の
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
事
も

 
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
あ
え
て
、
そ
の
ま
ま
原
稿
に
修
正
を
加
え
な
か
っ

 
た
。
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